━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━

      ERINAのメルマガ◆北東アジアウォッチ　No.312　(2017年6月9日発行)

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━

◇　INDEX　◇
　
□　NEAヘッドライン　□

  ◎　ロシア極東情報
　◎　中国東北情報
　◎　モンゴル情報
　◎　対岸ビジネス情報

□　ERINAインフォメーション　□
　◎　ERINAビジネスセミナー
     「中国の産業用ロボット・生産設備産業の動向と可能性」（6月28日）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を開催します。
　◎  9月にソウルで開催される
     「2017韓日部品素材調達商談会」「韓国青年人材採用相談会」の参加企業を
                                                         募集しています。
　◎　新潟県内高校・中学を対象に「ERINA出前授業」の申し込みを受付中です。
　◎　英文学術誌『The Northeast Asian Economic Review』編集委員会では
　　　投稿論文を募集しています。
　◎　『ERINA REPORT (PLUS)』編集委員会では投稿をお待ちしています。
　◎　ERINA 賛助会員・購読会員のご案内
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　4月から、日本各地の対岸ビジネス情報のコーナーは地方紙の見出しだけにさせ
ていただいています。なるべく該当するウェブのリンク先を紹介しているのですが、
有料ログインが必要だったり、ウェブでは載っていなかったりするのが実情です。
2カ月に1度の『ERINA REPORT (PLUS)』では多くが本文まで掲載されますので、ご
了解ください。（編集長）
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　━━　ロシア極東情報　━━

  ◇  万景峰号がウラジオストクに到着  ◇

  運航組織会社のミハイル・フメル副社長がタス通信に伝えたところによると、万
景峰号が北朝鮮からウラジオストクに最初の乗客を運んできた。
  船は17日の夕刻に羅津港を発ち、本日、現地時間の午前8時近くにウラジオスト
クに到着した。第1便を利用した乗客は約40人。これは北朝鮮から帰国するロシア
人と中国人観光客だ。船は19日に折り返し出発する。
  フメル副社長によれば、船は新ルートを使って週1回運航する。1度の渡航で沿海
地方も北朝鮮も訪れることができる中国からの観光客が中心になる、と会社側はみ
ている。万景峰号は食品を中心とする貨物も運搬する。
  北朝鮮からの定期便は5月8日に運航を開始することになっていた。第1便の乗客
らは戦勝記念日の行事に参加する予定だった。しかし、ウラジオストクの「海の駅」
側の準備の遅れにより、この便の運航が延期されたという経緯がある。
（DA.land 5月18日）

  ◇  ウラジオ自由港の枠がさらに4自治体に広がる  ◇

  ロシア連邦極東開発省は、2017年にウラジオストク自由港の枠をさらに4自治体
（カムチャツカ地方エリゾボ地区、ハバロフスク地方ハバロフスク市管区及びソビ
エツカヤ・ガワニ地区、サハリン州ウグレゴルスク市管区）に広げる方針だという
ことを、アレクサンドル・ガルシカ極東開発大臣が昨年を総括する同省参与会会合
で述べた。
  ガルシカ大臣は、2016年10月1日からウラジオストク自由港域内の検問所は24時
間体制で営業を始めたことを指摘。「この度、国境での業務の際、単一監督システ
ムが導入された。さらに、ロシア連邦政府決定によって、税関での国家審査の時間
が短縮された。それぞれの上限が設定された。貨物の電子申告が導入された。これ
はウラジオストク自由港でのみ行われた」と大臣は言明した。
  2016年の総括と2017年の見通しも含めたロシア極東の発展問題が審議されたのは、
モスクワで開かれたロシア連邦極東開発省参与会だ。ロシア極東の各構成主体の首
長、ロシア極東開発省、連邦・地方行政機関、議会、社会団体の代表者が出席した。
（ロシア連邦極東開発省5月19日）

  ◇  ウラジオ自由港にUPS工場ができる  ◇

  沿海地方ウラジオストク自由港に入居する「DVエンジニアリング」社が無停電電
源装置（UPS）の製造を始める。同社と極東開発公社が関連の合意文書に署名した。
ウラジオストク市内の工場でつくられる製品はロシア市場向けとなる。この投資プ
ロジェクトは「INSISTEMS」（ラニト・グループ傘下）と「Legrand」（ルグラン）
の合弁製造事業となっている。プロジェクトへの出資総額は2000万ルーブルを超え
るとみられている。
  このUPS製造会社では、設備の組立とキャリブレーション、ソフトウェアの更新、
遠隔モニタリングシステムのチェック、UPSの同期、UPSの操作性のチェック、各製
品の品質の出張管理が行われる。ロシア・CISルグランのアレクシス・コナン社長は、
「この製造事業は大型インフラプロジェクト、土木工事・工場建設プロジェクト、
情報処理拠点のための電気機器の製造を意味する」と説明した。
  この生産活動の第1段階では、ロシアおよび欧州の品質規格に適合するKeor Tシ
リーズの一体式三相入力UPS（出力容量10〜120キロワット）が組み立てられる予定
だ。（ロシア連邦極東開発省5月23日）

  ◇  ハバロフスク市で6月末に「韓国投資家の日」開催  ◇

  「韓国人投資家の日」が6月28日にハバロフスク市で開催されることを、アレク
サンドル・ガルシカ極東開発大臣が宋永吉・韓国大統領特使との会談で表明した。
この催しは、ロシア極東における大型投資プロジェクトの実施に関する韓国大手企
業との一連の協議を予定している。ロシア極東地域投資促進・輸出支援局が組織者
となっている。ユーリー・トルトネフ副首相兼極東連邦管区大統領全権代表も、イ
ベントに足を運ぶとみられている。
  宋特使は、韓国大統領がロシアとの経済協力に関心を示しており、両国間に戦略
的パートナシップが敷かれるべきだと考えている、と述べた。
  ガルシカ大臣は、今後直近の3カ月間に韓国企業参加の一連の行事が計画されて
いることを確認した。例えば、6月23日にはソウルで、ロシア極東における韓ロ投
資プロジェクトに関する東方経済フォーラム出張セッションが、韓国貿易協会と共
同開催される。さらに6月26日にはソウルで、韓ロ経済科学技術協力合同委員会韓
ロ極東・シベリア委員会の第11回会合が開かれる。
（ロシア連邦極東開発省5月23日）

  ◇  中ロが新型長距離用旅客機を共同開発する  ◇

  ロシアと中国の航空機メーカーが次世代型長距離用大型機（China-Russia CR929）
製造計画に130億ドルを投入する方針だ。この旅客機は標準装備の場合で定員280人、
飛行距離1万2000キロになる見込みだ。
  プロジェクトを実施するために、統一航空機製造会社（UAC）と中国商用飛機有
限責任公司（COMAC）は中ロ商用航空機製造国際会社（China-Russia Commercial 
Aircraft International Corporation, CRAIC）を設立した。同社の会長に（株）
スホーイ民間航空機のウラジスラフ・マサロフ社長、社長にChina-Russia CR929計
画責任者のゴ・ボジ氏が就任する。
  マサロフ氏によれば、プロジェクトにおいてロシア側は翼、中央翼、エンジンの
パイロン部、シャーシ主柱を、COMACは胴体隔室、フェアリング、翼、中央翼、
シャーシ前柱を担当する。同時に、ロシア側は、既に量産化に入ったSSJと新型ロ
シア製旅客機MS-21の製作上の知的財産を活用し、プロジェクトのインテグレーター
として活動することになる。EADailyが既に報じたように、数日前、MS-21の原型機
が新たなテスト飛行を終え、初飛行に向けてイルクーツク航空機工場の最終組立工
場を後にした。
  UACのユーリー・スリュサリ社長によれば、中ロ旅客機の初飛行は2025年に、航
空会社への供給と運航の開始は2027年に予定されている。航空機は上海で組み立て
ることになる。これは、巨大市場に近いからだ。スリュサリ社長の説明によると、
今後数年間、このセグメントで需要のあるほぼ全種類の航空機の総数の15％程度を
中国市場が、28％をアジア太平洋地域市場が占めることだろう。
（EADaily 5月22日）

  ◇  ウラジオ自由港の入居者がティーバッグ加工工場をつくる  ◇

  ウラジオストク自由港の入居企業がロシア極東初の茶葉パッキング工場をつくる。
投資総額は1億7500万ルーブルになる。この新しい工場は95人分の雇用を創出する。
  インド茶メーカーのJay Tea社は沿海地方でお茶（インド産の紅茶・緑茶のティー
バッグ、粒状・ラージリーフの高級・一級紅茶）の加工を整備する方針だ。工場は
アルチョム市の「ヤンコフスキー」製造物流コンプレクス内にできる。この有利な
立地によって、Jay Tea社はロシア極東、東西シベリア全域への製品を出荷するこ
とができる。同社は将来的に、加工能力を拡大し、販売市場を広げるつもりだ。
Jay Tea社のタンマイ・チャクラバルチ社長によれば、自由港入居を決めた根拠は、
投資プロジェクトの実施に優遇税制度を利用できることだ。
  プロジェクトは2017年から2022年までに複数段階に分けて実施される。今回、会
社は作業所に必要な新しい製造設備を設置し、生産ラインを整備する。工場の操業
開始は2017年第4四半期の予定だ。メイン工場の3つの作業所がそれぞれ異なる製品
をつくる。工場では原材料・製品の品質管理ラボも設置される。製品は100％イン
ド産原料を使い、各箱にインド紅茶振興局の「INDIA TEA」マークがついている。
（ロシア連邦極東開発省5月26日）

  ◇  日本人投資家がロ極東で医療を充実させる  ◇

  日本人投資家たちがウラジオストクにリハビリセンターをつくろうとしている。
そのために日揮（株）と社会医療法人北斗が、新会社、JGC「Hokuto Healthcare 
Service, LLC」を設立する。
  新会社で働くためにロシア人内科医が集められた。医師たちは帯広市内の北斗の
リハビリテーション・機能回復センターで研修を受けることになる。
  最先端医療技術導入を目指したロシア極東における日本企業との投資協力につい
ては、2016年9月の第2回東方経済フォーラムで活発に議論された。2016年12月、極
東地域投資促進・輸出支援局と沿海地方政府が日揮および北斗と、東京で行われた
日ロ交渉の枠内で合意文書を締結した。ヘルスケア分野での日ロ協力はロシア大統
領も肯定的に評価した。
  11月から3月まで北斗の専門家がウラジオストクで疾病事例の調査を行い、日本の
機能回復のメソッドの導入について説明してきた。
（ロシア連邦極東開発省5月27日）

　━━　中国東北情報　━━
　
  ◇  延辺州の対外貿易輸出入総額　第一四半期で大幅増  ◇

  税関の統計データによると、今年1月から3月までで、延辺州の対外貿易輸出入総
額は36.6億元に達し、前年同期比27.9％増となり、吉林省の平均増加率を10.5ポイ
ント上回った。そのうち輸出額は16.3億元、前年同期比10.9％の伸びとなり、輸入
額は20.3億元、前年同期比45.8％増加した。
  ドルに換算すれば、1月から3月まで、延辺州の対外貿易輸出入総額は5.3億ドル
に達し、前年同期比20.8％増加した。そのうち、輸出額は2.4億ドル、前年同期比
4.8％の伸びとなり、輸入額は2.9億ドル、前年同期比37.8％増となった。
  延辺州の対外貿易輸出入は次のような特徴を持っている。貿易相手国でみると、
オーストラリア、カナダへの輸出が好調であり、前年同期比でそれぞれ699.7％増、
134.9％増だった。企業の種類からみれば、国有企業の輸出入総額が著しく増加傾
向にあり、前年同期比85.2％の伸びとなった。貿易方式の面からみれば、国境小額
貿易などの貿易方式による輸出入総額が大幅に増加し、前年同期比76.7％の伸びと
なった。（吉林日報5月18日）

  ◇  中ロ（漠大線）原油パイプライン　累計輸送量1億トン達成  ◇

  5月19日8時過ぎまでに、2011年1月に供用開始となった中ロ（漠河−大慶線）原
油パイプラインにより受け入れたロシアの原油が累計1億トンとなり、パイプライ
ンが安全かつ安定的に2331日間運営されたこととなった。
  中ロ原油パイプラインは、年間1500万トン輸入する計画だったが、2013年7月以
来、年間輸入量が次第に増え、1日4.3万トンから4.65万トンまで増加した。供用開
始以来、パイプラインの運営に責任をもつ中石油（中国石油天然気集団公司）大慶
支社（所在地：加格達奇）は、運営管理の中で科学技術の適用とイノベーションを
重視し、その科学力に依拠して安全な生産に影響を及ぼす技術的難題を多く解決し
てきた。そして、「高地寒冷地域におけるパイプラインの空管投油技術（原油流入
前に窒素充填し、流入後クリーナーを稼働）の研究と適用、漠大線フル稼働給油保
証の技術研究、循環発電ユニットの極寒条件の下での運営・管理技術、永久凍土地
域におけるパイプラインの変位監視技術、高地寒冷環境でのクリーナーの改善およ
び追跡技術の最適化等、18の重要な科学技術イノベーションを共同で創造した。そ
のうち6つの科学技術イノベーションの成果はすでに専門家の検証を経て国際的に
も先進レベルに達している。
  中ロ原油パイプラインの第2線の工事は興安鎮漠河を起点とし、大慶市林源オイ
ルステーションを終点とする全長941.8キロで、輸送流量は年間1500万トンを計画
している。工事は2017年12月30日にシステムが完成し、2018年1月1日から毎年1500
万トンのロシア産石油を受け入れる能力を備え、完成後は漠大線とともに毎年3000
万トンの輸入量を達成する。（黒龍江日報5月20日）

  ◇  大連産リンゴ、「一帯一路」沿線諸国で大ヒット  ◇

  5月22日、大連出入国検査検疫局が発表した統計データによれば、今年1月から4
月まで、「一帯一路」沿線諸国に輸出された大連地区産リンゴは合計141ロット、
1.1万トン、793.4万ドルで、それぞれ前年同期比19.49％、15.79％、18.17％の伸
びとなった。
  大連出入国検査検疫局は、「一帯一路」関係諸国における果実輸入技術法規とリ
スク早期警戒情報を積極的に収集して関連企業に配布し、リスク回避に関する指導
を行なったほか、貿易相手国となるバングラデシュ、スリランカ、インド、タイな
ど十数カ国を中心に、関連企業に国内基準と海外基準との適合サービスを指導し、
外国税関が輸出果物の輸入拒否を通告するリスクを効果的に減らした。同時に、果
実輸出品質・安全性示範区の優位性を発揮し、政府各部門間の協力を強化するとと
もに、「連防連控」（共同予防・共同管理）メカニズムを構築し、輸出用果実の残
留農薬検査とリスク管理に取り組み、輸出用果実の品質・安全性を保証し、大連地
区産リンゴの「一帯一路」沿線諸国市場への輸出を効果的に促進した。
（遼寧日報5月24日）

  ◇  中ロ資源・環境保護シンポジウム開催  ◇

  5月21日、中ロ自然環境・自然資源保護と科学研究越境協力シンポジウムが虎林
市珍宝島国家自然保護区で開催された。ロシアの環境自然保護専門家、黒龍江省林
業庁、虎林市の関係者がシンポジウムに参加した。
  シンポジウム期間中、参加者たちは珍宝島国家自然保護区を訪れ、湿地の展望塔
に登り、緑あふれる景色を眺め、新鮮な空気を吸い、鳥や虫の鳴き声に耳を傾け、
保護区の環境を称賛した。
  中ロ国境に位置する黒龍江とウスリー川流域の自然保護区の協力・交流をさらに
強化し、2016年6月に締結された「自然環境・自然資源保護と研究の越境協力に関
する協定」の内容を再確認するために、中ロ両国の学者は議論を行ない、黒龍江と
ウスリー川流域両岸で生物多様性保護の活動の展開について意見を交わし、自然保
護区の建設、絶滅危惧種の保護、中ロ自然保護区協力などの面で協力を強化するこ
とで一致し、協力をさらに深める次の段階に向け確固たる基礎を築き上げた。
（黒龍江日報5月25日）

  ◇  大連港「一帯一路」に融合　
                    国際定期列車7本開通、国際コンテナ年間150％増  ◇

  5月13日、ボルボS90自動車を載せた中欧国際定期列車が黒龍江省大慶市譲胡路駅
をゆっくりと出発し、9800キロ離れたベルギーへ向かった。大連港が参加協力した
「ボルボ輸送専用列車」（黒龍江−ベルギー）は、中国初の西欧向け自動車輸送専
用の国際定期列車だ。2019年には年間1.2万台のボルボ自動車がこの国際物流ルー
トを通ってヨーロッパに輸送される予定だ。関係筋によれば、大連港は3年の努力
を経て、港から始発する国際定期列車を7本開通させた。また、「一帯一路」の建
設の利益を受け、大連港の国際コンテナ輸送量は前年比150％増となった。
  「ボルボ輸送専用列車」は大連港哈欧定期列車（ハルビン−欧州）プロジェクト
の一環で、ロシア、ベラルーシ、ポーランド、ドイツを経由し、18日間でベルギー
に到着する予定だ。将来は、哈欧定期列車は双方向で週に3便運行され、往復とも
貨物を満載する見込みだ。
  近年、大連港グループは「一帯一路」の建設に積極的に融合し、全力で国際物流
ルートを開拓している。ロシア、ドイツなどの鉄道会社との協力を通じて、「遼満
欧」（遼寧−満洲里−欧州）をはじめとする7本の国際定期列車を開通させた。中
国中西部発着の定期列車に対し、「遼満欧」は唯一、港湾始発の定期列車で、海・
鉄複合一貫シームレス輸送路となっている。大連港の発達した海上輸送ネットワー
クに依拠して、日本、韓国、東南アジアとヨーロッパとの物流の利便性がさらに向
上する。
  大連港グループは「一帯一路」建設の参加者であると同時に受益者でもある。
「一帯一路」が提唱される前は、定期列車でコンテナを輸出する仕組みはなかった
が、3年間の発展を経て、大連港の国際コンテナ輸送量は激増してきた。2016年、
大連港グループが主導する国際定期列車は221便運行され、国際コンテナ輸送量の
年間増加率は150％に達し、輸送コストの総額は46％減、時間は40％短縮された。
（遼寧日報5月26日）

  ◇  国際列車、「一帯一路」を走る  ◇

  満洲里は国家が確定した列車運行における重要なハブ口岸都市として、ここ数年
発展の勢いがめざましい。2013年、初めての中欧列車「蘇満欧（蘇州−満洲里−欧
州）」が満洲里鉄道口岸から開通して以来、満洲里口岸を経て出国する列車のルー
トはすでに27路線となり、列車の主な集荷地は蘇州、天津、武漢、長沙、広州、営
口、大連、瀋陽など60都市を含み、西南、華南、華東、東北など多くの地域をカバー
し、全方位に向けて中国における便利で速く効率的なルートをつないでいる。
  満洲里税関の最新の統計データによれば、2017年1月から4月まで、満洲里鉄道口
岸を経て出国する列車は308本（前年同期比36.89％増）、合計2.49万TEU（前年同
期比68％増）、金額ベースで11億4322.53万ドル（前年同期比58.06％増）だった。
主な輸出商品は服装、電子部品などだった。これだけでなく、満洲里口岸を経て入
国する復路の中欧列車も発展の兆しを見せている。2017年4月19日、初めてロシア
の原木の輸入列車が満洲里口岸に到着した。満洲里口岸を経由する復路列車は合計
9本となり、そのうち「蘇満欧」「哈満欧」「長満欧」「瀋満欧」「漢満欧」の復
路列車は常態化運行を実現した。
  満洲里税関駅駐在事務所物流監視制御科の許雪猛によれば、昨年、満洲里鉄道口
岸を経て出入国した中欧列車の数は前年同期に比べ88.24％増え、1036本に達した。
満洲里口岸はすでに中国の列車路線で貨物越境輸送効率が最も高い国際的な口岸と
なっている。（内モンゴル日報5月30日）

　━━　モンゴル情報　━━

  ◇  再生可能エネルギー分野でロシアと協力  ◇

  エルデネバト首相は17日、ロシア・グリッド社のオレグ・ブダルギン社長率いる
同社代表団に応対した。この会談でロシア側は、ロシアとモンゴルの間に送電容量
500ワットの再生可能エネルギー源送配電網を敷くプロジェクトを実施し、同プロ
ジェクト推進のための両国作業部会を設置するという意見を述べた。エルデネバト
首相はこの発意に賛同した。
  この送電線が敷設されれば、モンゴルに電力の安定供給の可能性が生まれる。し
かも、双方は将来的に、送電容量を220ワット拡大することを考えている。「欧州
諸国が単一電力系統の形成を目指している時期に、モンゴルにはそれに接続し、こ
の市場のプレーヤーになるチャンスがある」と首相は述べた。
  双方は、世界中で原子力発電が廃止されている中、アジアと欧州を繋ぎうる単一
電力系統を形成するという意見で一致した。（MONTSAME5月17日）

  ◇  実り多きモンゴル国首相の訪中  ◇

  エルデネバト首相の訪中で、モンゴルと中国は26件の覚書及び協力合意書に署名
した。特に重要な合意書の一つとなったのが、（中国領を利用した）モンゴル向け
海への出口に関する政府間協定だ。両者は両国間の貿易取引を拡大し、貿易構造を
改善することが必要だと指摘した。
  2017年4月現在でモンゴルは127カ国と交易した。貿易取引額は30億ドル、そのう
ち18億ドルが輸出額、11億ドルが輸入額だ。対中貿易については、取引総額は14億
ドル（全体の68％）となった。対中貿易は前年同期比で47.7％拡大した。モンゴル
は中国に銅鉱石・銅精鉱、石炭、原油、鉄鉱石・鉄精鉱、モリブデン精鉱、亜鉛精
鉱、牛・馬の処理済み・未処理皮革、レザー、カシミアを輸出している。
  さらに、中国側は幅広い問題について農業分野でモンゴルと協力する意向を表明
した。まず、両国は食肉供給の拡大と家畜の健康状態の改善に専念する。同時に、
双方は国境通過措置の拡大にも集中して取り組むことで合意した。
  中国の習近平国家主席は、タバントルゴイ炭鉱、鉄道建設、発電所建設、オユト
ルゴイ鉱山の銅精鉱などのプロジェクトの総体的な策定は、両国の国家発展戦略に
見合うことだろうと述べた。（Asia Russia Daily5月18日）

  ◇  モンゴルのエンジニアが国内で航空機をつくろうとしている  ◇

  モンゴル民間航空局広報室が25日、伝えているところによると、チンギスハーン
国際空港に24日、TVS-2MS航空機がお目見えした。複葉飛行機An-2の改良版だ。モ
ンゴル人の間では、「緑のバッタ」と呼ばれている。
  この飛行機は1946年にノボシビルスクのチカロフ記念航空機工場で設計され、
1949年に初めて空を飛んだ。An-2は、自由に飛翔し、少ない加速と飛行距離で、未
舗装の場所でも着陸することができるので、農業用や医療搬送用に欠かせない。こ
の飛行機はモンゴルで50年余り、旅客、郵便物、貨物の輸送や農業で幅広く使われ
てきた。
  2010年にチャプルイギン記念シベリア航空研究所で、An-2をTVS-2MSにつくり直
すプロジェクトの作成が始まった。この活動の一環でAn-2にピストン・エンジン
Ash-62IRの代わりにターボプロップエンジン、ハネウェルTPE-331-12（1100馬力）
が搭載された。
  モンゴル側は農業、鉱業、さらに緊急時や救急医療で利用できるTVS-2MSに関心
を示している。ソ連時代、モンゴルでは年平均で18〜20機のAn-2を修理していた。
この経験をもとに、民間航空局とMIATモンゴル航空のエンジニアがモンゴルで
TVS-2MSの組立を計画している。目下、TVS-2MSのモンゴルでの組み立てについてロ
シア側との交渉が進められている。（MONTSAME 5月25日）

  ◇  IMF理事会がモンゴル向けEFF融資を承認  ◇

  5月25日、チョイジルスレン財務大臣とネイル・セイカーIMF常駐代表は、モンゴ
ルの新規3年間の拡大信用供与措置（EFF）の理事会承認に関するブリーフィングを
行った。
  「モンゴル政府とモンゴル銀行がIMFとEFFを締結することで合意し、モンゴルの
信用力が向上し、投資家の信頼が高まった。言い換えれば、モンゴルの経済は下降
から成長に移行し、経済にゴーサインが出た。早期に3860万ドルの資金が調達され
る」と財務大臣は述べた。モンゴル側はこの金額を夕刻には受け取った。モンゴル
銀行は「IMFから3860万ドルの融資の提供を受けた」と発表した。
  民間部門から資金調達が追加されれば、 EFFの総額は60億ドルに達するとみられ
ている。セイカー常駐代表によれば、この融資は、対GDP比でIMFの業務史上最大と
みなされるだろう。「このプログラムは、高い経済成長と大幅な落ち込みを止め、
8％の安定した経済成長を確保することを目指す。モンゴルは、こうした成長を確
保するためのポテンシャルと資源を持っている」とセイカー常駐代表は指摘した。
（Asia Russia Daily 5月26日）

　━━　対岸ビジネス情報　━━
  
  ◇  石狩湾新港・苫小牧港から農水産物　輸出倍増へ港湾整備支援
                                                     （北海道新聞5月20日）
  http://dd.hokkaido-np.co.jp/news/economy/economy/1-0401586.html

  ◇  東京五輪ホストタウン　山形に続々（山形新聞5月21日）
  http://www.kahoku.co.jp/tohokunews/201705/20170521_51005.html

  ◇  日ロ観光拡大へ知恵　ウラジオで北東アジア会議（新潟）
                                                      （新潟日報5月21日）

  ◇  北斗と日揮、共同出資　ウラジオのリハビリ施設、1月にも開設
                                                      （北海道新聞5月24日）

  ◇  シーデーエル、企業の海外進出支援　都内コンサル会社と提携
                                                      （北日本新聞5月24日）

  ◇  県環日本海交流推進協　航路利用促進へPR活動強化
                                                      （秋田魁新報5月25日）

  ◇  山陰両県の外国人雇用、過去最高　人手不足で積極採用
                                                      （山陰中央新報5月26日）
  http://www.sanin-chuo.co.jp/news/modules/news/article.php?storyid=565335006

  ◇  ニイガタマシンテクノ　中国企業と成形機開発（新潟日報5月27日）

  ◇  秋田港のクルーズ客向け列車　知事、運行実現に前向き（秋田魁新報5月30日）

  ◇  クルーズ船受け入れ強化　伏木外港、20万トン級係留可能に
                                                      （北日本新聞5月31日）

  ◇  九州産「木の家」輸出　対中国、事業化検討（西日本新聞6月1日）

  ◇  就職難韓国「日本で職を」　九経調など釜山でシンポ（西日本新聞6月1日）

  ◇  酒田港からコメ輸出　庄内開発協、自民幹事長に要望（山形新聞6月2日）

  ◇  県が香港で初のフェア　8月、輸出拡大へ食材PR（北日本新聞6月2日）
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　◇◇　ERINAビジネスセミナー
   　　「中国の産業用ロボット・生産設備産業の動向と可能性」を開催します。

　　○日時　2017年6月28日（水）　14：00〜16：00
　　○会場　朱鷺メッセ11階 NICOプラザ会議室（新潟市中央区）

　　詳細は⇒　http://www.erina.or.jp/about/news/129612/?utm_source=mail-magazine&utm_medium=email&utm_campaign=No.312(20170609)

　◇◇　　9月にソウルで開催される
　　　　　「2017韓日部品素材調達商談会」「韓国青年人材採用相談会」の参加企業を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　募集しています。

　　※「2017韓日部品素材調達商談会」
　　
　　○会期　2017年9月27日（水）
　　
　　詳細は⇒　http://www.erina.or.jp/about/news/129642/?utm_source=mail-magazine&utm_medium=email&utm_campaign=No.312(20170609)

　　※「韓国青年人材採用相談会」

　　○会期　2017年9月28日（木）

　　詳細は⇒　http://www.erina.or.jp/about/news/129651/?utm_source=mail-magazine&utm_medium=email&utm_campaign=No.312(20170609)

　◇◇　新潟県内高校・中学を対象に
　　　　　　　「ERINA出前授業」の申し込みを受付中です。　

　　○対象　新潟県内の中学・高校の総合学習の時間など（1時限単位） 
　　○実施期間　平成29年5月〜12月
　　○申込　受付中

　　詳細は⇒　http://www.erina.or.jp/about/demae/?utm_source=mail-magazine&utm_medium=email&utm_campaign=No.312(20170609)

　◇◇　英文学術誌『The Northeast Asian Economic Review』編集委員会
　　　　では投稿論文を募集しています。　

　　詳細は⇒　http://www.erina.or.jp/publications/naer/?utm_source=mail-magazine&utm_medium=email&utm_campaign=No.312(20170609)

　◇◇　『ERINA REPORT (PLUS)』編集委員会では投稿をお待ちしています。　

　　投稿規程は⇒　http://www.erina.or.jp/publications/er/?utm_source=mail-magazine&utm_medium=email&utm_campaign=No.312(20170609)

　◇◇　賛助会員・購読会員のご案内　

　　＜賛助会員制度＞

　　賛助会員制度は、この設立目的・事業活動に賛同される方々から積極的に
　　ご支援・ご協力をいただくとともに、ERINAの事業やその成果を活用して
　　いただくための制度です。

　　＜購読会員＞
　　
　　購読会員は、個人の方を対象に、ERINAの定期刊行物等をお届けするサービス
　　です。
　　
　　詳細は⇒　http://www.erina.or.jp/about/member/?utm_source=mail-magazine&utm_medium=email&utm_campaign=No.312(20170609)
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